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報告書概要 

 

１． 業務名 

令和 4 年度知床生態系維持回復事業エゾシカ航空カウント調査業務 

Aerial count of wintering sika deer herd: project for maintenance and restoration of 

Shiretoko ecosystems in 2022 / 2023. 

 

２．業務の目的 

本業務は、知床世界自然遺産地域内において越冬するエゾシカ個体数の航空カウント調査を

実施し、知床におけるエゾシカの生息状況を把握するものである。 

 

３．業務の実施体制 

本業務は、環境省からの請負業務として公益財団法人 知床財団が実施した。 

 

４．業務打ち合わせ 

調査計画の立案および取りまとめに関連し、打ち合わせを計 2 回行った。 

1 回目：2022 年 10 月 6 日 

2 回目：2023 年 3 月 20 日 

 

５．業務の手法・概要 

・航空カウント調査 

2023 年 2 月 25 日～3 月 5 日の 9 日間のうち、調査の実施が可能であった 4 日間に 4 フライ

トを行って、特記仕様書に定められた計 10 区画を調査した。調査時には、ヘリコプターで低空

を飛行し、目視によりエゾシカを探索、発見個体数と群れの位置を記録した。また調査の実施に

あたっては、「ヘリコプターによる輸送業務特記仕様書」に基づき、調査の開始前に飛行計画お

よび安全管理計画等についての輸送計画書を環境省担当官に提出した。 

 

・知床岬先端部旋回撮影調査 

知床岬先端部では低空旋回での写真撮影等を同年 2 月 28 日に行い、撮影した写真を基に可能

な限り雌雄、成獣・亜成獣の別を詳細に記録した。 

 

・過去の航空カウント調査結果との比較等 

①知床半島におけるエゾシカ生息状況に関する各種データに基づくエゾシカ動態予測の検討 

 知床半島におけるエゾシカの生息状況に関する各種データに基づき、エゾシカの動態予測の

検討を実施するために、環境省担当官が指定した有識者 2 名に計 4 回のヒアリングを実施した。

また、ヒアリングに基づき、エゾシカの生息状況に関する各種データの収集と数式モデルの選定、

データの整理作業および動態予測に用いる捕獲シナリオの整理を行った。 
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＜有識者＞ 

◎地方独立行政法人北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所 

 自然環境部生物多様性保全グループ 主査（保護管理） 上野 真由美 氏 

 

◎国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林総合研究所 

 野生動物研究領域 主任研究員 飯島 勇人 氏 

 

＜ヒアリングの実施日程＞ 

1 回目：2022 年 10 月 27 日 

2 回目：2022 年 12 月 19 日 

3 回目：2023 年 1 月 25 日 

4 回目：2023 年 2 月 17 日 

 

②過去の航空カウント調査結果との比較 

 知床岬地区においては、知床岬先端部（モニタリングユニット：M00）の一部において、平成

9（1997）年以降継続的に旋回撮影による航空カウント調査が行われている。このことを踏まえ、

本年実施の結果を整理し、過去に行われた航空カウント調査結果との比較を行った。 

 

６．業務結果 

世界自然遺産地域内に設定された調査区計 10 区画において、118 群 706 頭のエゾシカをヘリ

コプターから直接発見した。そのうち、調査区として唯一、標高 300m 以上である U-13s（ルサ

－相泊地区の一部）における発見数は 44 頭であった。シカ確認地点の緯度経度、発見数につい

ては、巻末資料 2 に表形式で整理した。 

知床岬先端部の旋回撮影調査では 8 群 313 頭のエゾシカを確認し、その内訳はオス成獣が 150

頭、メス成獣が 136 頭、0 歳が 17 頭、不明が 10 頭であった。 

エゾシカの動態予測の結果、知床半島全体におけるエゾシカの推定個体数は 2005 年度に

9,362 頭（95％信頼区間 7,355～12,207 頭）と試算され、2010 年度には 10,564 頭（8,563～

13,529 頭）に増加したと推定された。その後、エゾシカの推定個体数は減少し、2015 年度に

おける推定個体数は 5,677 頭（4,506～7,664 頭）であった。しかし、エゾシカの推定個体数

は、2016 年度以降再び増加し始め、2021 年度の個体数は 2010 年度と同等あるいはそれ以上

の 9,062 頭（6,348～14,307 頭）と推定された。なお、本報告書では、航空カウント調査での

観察数に与える針葉樹の影響や追加データが推定個体数の安定性に与える影響について検討で

きていないため、本モデルを正式に採用するにいたらなかった。したがって、本報告書で得ら

れた推定密度については試算値として扱うことに留意が必要である。  
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1．はじめに 

エゾシカの全道的な個体数増加は、世界自然遺産となった知床半島の陸上生態系に負の影響

を与えている。これに対し、環境省、林野庁、北海道は「知床半島エゾシカ保護管理計画」（以

下「管理計画」とする。）を策定し、管理計画に基づく、エゾシカ（以下本文中は、業務名等を

除き、「シカ」を基本とする。）の個体数調整や各種モニタリングを実施している。個体数管理を

進めるうえで重要なシカの個体数は地形やアクセス等による影響を受けるため、直接確認が難

しく、1980 年代以降の知床では、越冬地ごとに異なる手法（固定翼機やヘリコプターでの航空

カウント、自動車での道路沿いカウント等）を用いて越冬数の指標とし、経年比較してきた。ま

た、複数の越冬地間での比較、あるいは同半島全体における越冬数やその分布傾向を把握するた

め、2003 年 3 月、2011 年 2 月、2016 年 2 月および 2021 年 2 月から 3 月にヘリコプターによ

る半島全域の航空カウント調査が実施されている。このうち、世界自然遺産地域（以下「遺産地

域」とする）では、2013 年以降、毎冬航空カウント調査が実施されている。 

本報告書では、2022 年度（2023 年 2～3 月）の遺産地域内におけるシカ越冬個体数の航空カ

ウント調査の結果を示す。また、知床半島におけるシカの生息状況に関する各種データに基づき、

シカの動態予測の検討を行うと共に、過年度に実施されたエゾシカ航空カウント調査の調査結

果等との比較を行い、遺産地域内におけるシカの増減傾向等について考察する。 
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2．調査方法 

本調査は、過去に知床半島でヘリコプターを用いて実施された航空カウント調査の手法（山中

ほか, 2003；環境省釧路自然環境事務所, 2011；公益財団法人知床財団, 2016 など）に準じ、対

象地域を 10 km2前後に分割した既定の調査区において、一定の調査強度を維持して行った。一

定の調査強度とは、2003 年調査（山中ほか, 2003）における「標準調査」レベルに相当する、1 

km2あたり約 3 分の探索を示す。なお、いずれの調査日においても、飛行時間帯はシカの採食活

動が活発で林内から開けた場所に出てくる可能性が高い午後に統一し、悪天候の日は調査を実

施しなかった。 

調査にあたっては、「ヘリコプターによる輸送業務特記仕様書」に基づき、調査の開始前に飛

行計画および安全管理計画等についての輸送計画書を環境省担当官に提出した。また、「令和４

年度知床国立公園エゾシカ対策（日没時銃猟）評価検証等業務」によるシカの銃猟捕獲の実施エ

リアと当日の調査区画が重ならないようスケジュール調整を行った。加えて、無人航空機（ドロ

ーン）との衝突事故を避けるため、知床自然センター、知床羅臼ビジターセンター、知床世界自

然遺産センター、コンビニエンスストアなど、一般利用者の立ち入りが多い施設に注意喚起のチ

ラシ（巻末資料 4）を掲示するなどの安全対策を実施した。 

 

2-1. 調査区 

本業務の特記仕様書に従い、過去に半島全域を対象として調査が行われた 30 区画のうち、遺

産地域内の標高 300 m 以下の標準調査区 9 区画および標高 300m 以上の 1 区画（U-13s）、計 10

区画について調査を行った（表 1, 図 1）。U-13s はルサ－相泊地区の標高 300 m 以上のエリア

の一部であり、過去の GPS テレメトリー調査等により、厳冬期におけるシカの生息が確認され

ている（石名坂, 2013）。そのため 2016 年の航空カウント調査において、新規調査区として設定

され、2022 年まで継続して調査が実施されている（公益財団法人知床財団, 2022a）。U-13s を

除く大半の調査区において、標高 300 m を 1 つの基準とした理由は、知床半島におけるシカの

主要な越冬標高が 300 m 以下であるとの過去の痕跡調査等の結果や、2011 年 2 月の航空カウン

ト調査結果（環境省釧路自然環境事務所, 2011b）に従ったためである。 

 

2-2. 航空カウント調査手順 

ヘリコプター（巻末資料 1：写真 1，中日本航空所有, ユーロコプターAS350B, 5 人乗り）に

は、前席に操縦士と航空会社ナビゲーターが、後席に調査員 3 名が搭乗した。1 回 2～3 時間程

度のフライトで調査区 2～3 区画画を対地高度 100 m 程度、時速 80 km 程度を目安に飛行しな

がらシカを捜索した。ナビゲーターは GPS と連動した地図表示ソフト（カシミール 3D）をラ

ップトップ PC 上に表示して調査区境界と機体の航跡をモニターしつつ、シカ群の発見があれば

その位置を PC に入力した。後席中央の記録者は、ナビゲーターのものと同じ画面が表示される

ディスプレーを見ながら、後席左右の調査者（観察者）が発見したシカ群のカウント数と位置番

号を記録用紙に記入した。ナビゲーターと記録者は、各フライト終了時に調査区ごとのシカ群の

数と GPS 位置の数を照合した。なお、フライト中に悪天候になった場合は、調査区画の調査途
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中であっても調査を終了し、別日に再度調査を実施することとしていたが、今年度業務では該当

する調査日はなかった。 

 

2-3. 知床岬先端部の旋回撮影調査手順 

知床岬先端部の台地上草原で冬期に採食するシカについては、固定翼機（セスナ機）からの写

真撮影を併用した航空カウント調査が 1986～2012 年まで実施されていた。それらの結果と比

較するため、セスナ機の場合とほぼ同様の飛行コースおよび撮影方法による旋回撮影調査を、

2013～2022 年と同様にヘリコプターを用いて実施した（図 2）。すなわち、知床岬先端部の上空

を時速 110 km（60 ノット）程度で時計回りに 3 周旋回し、デジタル一眼ミラーレスカメラによ

り台地上のシカ群を連続的に撮影した。撮影機材、条件として、カメラ本体は OM デジタルソ

リューションズ社の OM-1 を使用し、レンズは M.ZUIKO DIGITAL ED 40-150mm F2.8 PRO

に 1.4 倍テレコンバーターを装着して撮影を行った（35mm 判換算 112-420mm）。なお、高速

移動するヘリから撮影するため、手ブレおよび被写体ブレを防止する目的でシャッター速度は

1/1600 秒以上の高速シャッターとした。飛行高度は 1 周目約 300 m、2 周目約 250 m、3 周目

約 200 m とした。 

 

2-4. 航空カウント調査の調査員 

本業務の航空カウント調査には、以下の 8 名の知床財団職員が調査員（調査者および記録者）

としてヘリコプターに搭乗した。後席左右の調査者については特記仕様書に従い、エゾシカ航空

カウント調査の経験が過去に 1 回以上ある者（下記の梅村～八木の計 6 名）を中心に各フライ

トに配置した。 

梅村佳寛、新庄康平、村上拓弥、伊藤源太、伊集院彩暮、八木議大、冨安洵平、渡部憲和 
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表 1．知床半島におけるエゾシカ航空カウント調査の調査区及び面積（km2）．2003 年，2011 年，2013-
2022 年, 及び 2023 年（本業務）の調査実施区画の一覧．各年黒丸の付いた調査区において調査
を実施．  

 

2003 2011 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

U-01 10.39 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

U-02 11.07 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

U-03 10.97 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

U-04 11.45 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

U-05 11.54 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

U-06 9.51 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

U-07 13.47 ● ● ● ●

U-08 10.23 ● ● ● ●

U-09 12.44 ● ● ● ●

U-10 9.86 ● ● ● ●

U-11 10.09 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

U-12 9.95 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

U-13 12.43 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

U-14 10.61 ● ● ● ●

U-15 13.34 ● ● ● ●

U-16 12.95 ● ● ● ●

U-17 9.88 ● ● ● ●

U-18 10.36 ● ● ● ●

U-19 11.13 ● ● ● ●

U-20 11.50 ● ● ● ●

U-21 10.95 ● ● ●

U-22 8.89 ● ● ●

U-23 10.26 ● ● ●

U-24 10.96 ● ● ●

U-25 9.34 ● ● ●

U-26 11.72 ● ● ●

U-27 14.45 ●

U-28 10.31 ●

U-29 6.69 ●

U-30 11.84 ●

U-31 11.46 ●

U-32 12.55 ●

U-33 11.21 ● ● ●

U-34 14.09 ● ● ●

U-35 14.07 ● ● ●

小計 223.17 391.96 75.36 97.40 97.40 324.66 97.40 97.40 97.40 97.40 324.66 97.40 97.40

U-01s 10.38 ● ● ●

U-04s 9.89 ● ● ●

U-08s 13.81 ●

U-11s 8.18 ● ● ●

U-13s 6.81 ● ● ● ● ● ● ● ●

U-14s 10.68 ●

U-19s 13.68 ●

小計 28.45 66.62 28.45 0 0 6.81 6.81 6.81 6.81 6.81 6.81 6.81 6.81

合計 251.62 458.58 103.81 97.40 97.40 331.47 104.21 104.21 104.21 104.21 331.47 104.21 104.21

高標高

調査区

調査

区分
区域名

面積

（km2）

標準

調査区

調査年
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図 1．本業務で調査を実施した，知床半島エゾシカ航空カウントの調査区計 10 区画の位置 
（2021 年の広域調査実施区のうち，赤線で囲んだ部分が該当）．標高 300m 以下の標準調 
査区 9 区画（U-01～06, 11～13），標高 300m～500m の高標高調査区が 1 区画（U-13s）． 
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図 2．知床岬先端部における旋回撮影調査の実施範囲. 
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3．業務実施結果 

3-1．航空カウント調査の結果 

2023 年 2 月 25 日～3 月 5 日の 9 日間のうち、天候が良好だった 2 月 27、28 日、3 月 3、5

日の 4 日間に 4 フライトを行って計 10 区画を調査した。その結果、合計で 118 群 706 頭のシ

カを発見した（表 2, 図 3）。調査区別の発見数及び緯度経度などの詳細な情報は、巻末資料 2 に

記載した。なお、以降の結果については、シカの出産期を考慮し、シカ管理の基準となっている

「シカ年度」を（）付けで併記する。すなわち、2023（2022s）年と表記した場合には、（）内

の 2022s が 2022 シカ年度に相当する。 

シカの植生に対する影響や個体数調整の効果を検証するためには、ヘリコプターの航続時間

や単位時間あたりの調査可能面積等を主に考慮して設定されている航空カウント調査区（図 1）

ではなく、植生モニタリングプロットの配置や実際にシカに対して捕獲圧をかけているエリア

の面積等を考慮して設定した、モニタリングユニット（図 4）の区分に従ってシカの発見数を集

計し、検討する必要がある。このため、GIS ソフトを用いて、シカの発見数をモニタリングユニ

ット単位に再集計した結果を表 3 に、その発見密度を図 5 に示した。各モニタリングユニット

におけるシカの発見状況については、「3-3．過去の航空カウント調査結果との比較等」の項で後

述する。  

 

表 2．2023(2022s)年知床半島エゾシカ航空カウント調査の実施日時及び結果． 

 

行政

区分
調査区

フライト

番号
調査日

開始

時刻

終了

時刻

発見

群れ数

発見

個体数

発見密度

（頭/km2）

U-01 知床岬（西側）～ポトピラベツ川 1－① 2月27日 13:14 13:35 18 211 20.31

U-02 知床川～テッパンベツ川 4－② 3月5日 13:36 14:08 7 41 3.70

U-03 ルシャ川～ポンプタ川 4－① 3月5日 13:04 13:23 26 84 7.66

U-04 ポンプタ～五湖の断崖 3－① 3月3日 12:57 13:14 19 88 7.69

U-05 絶景（通称）～岩尾別川 3－② 3月3日 13:15 13:36 2 10 0.87

U-06 岩尾別川～幌別川左岸 3－③ 3月3日 13:37 13:54 1 2 0.21

U-11 知床岬（東側）～モイレウシ 1－② 2月27日 13:35 13:57 15 169 16.75

U-12 タケノコ岩～相泊温泉 2－② 2月28日 13:29 13:46 13 34 3.42

U-13 瀬石温泉～ルサ川流域 2－① 2月28日 13:09 13:29 13 23 1.85

U-13s 相泊沼～トッカリムイ岳～北浜岳（通称） 2－③ 2月28日 13:47 13:55 4 44 6.46

合計 10調査区 フライト4回 4日間 118 706 6.77

斜

里

町

羅

臼

町
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図 3．2023（2022s）年 2-3月に実施した航空カウント調査によるシカの発見位置とその頭数. 
円の大きさがシカ群れの頭数を表し, 赤枠が調査区を示す． 
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図 4．知床半島におけるシカの個体数管理及び植生モニタリングの実施状況に対応した 
モニタリングユニットの区分図．M00，R11，S02 などがモニタリングユニット名． 
 

 
表 3．モニタリングユニットごとに集計し直した，2023(2022s)年のヘリコプターによるエゾシカ 

航空カウント調査結果． 

 
※R12ウナキベツ地区において捕獲圧が存在したのは 2017（2016s）年のみ． 
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図 5.各モニタリングユニットにおけるシカの発見密度．色付きポリゴンがモニタリングユニット内 
の調査範囲を示す． 
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3-2．知床岬先端部の旋回撮影調査の結果 

2023（2022s）年 2 月 28 日の 14：08～14：22 に実施した旋回撮影調査では、知床岬先端部

の台地の縁を中心とするエリアにおいて、8 群 313 頭のシカを確認した。上空から撮影したシカ

の群れの写真を拡大して性別等を判定したところ、その内訳はオス成獣 138 頭、メス成獣 141

頭、0 歳 23 頭、不明 11 頭であり、オス成獣 1 頭に対しメス成獣 1.02 頭と、性比はほぼ等しか

った。なお、「不明」として集計したのは、体の一部しか写っていないなど、複数枚の写真を確

認しても判別不能であった個体である。群れごとの内訳は表 4 に、各群の分布位置は図 6 に示

した。シカ捕獲補助用の仕切り柵よりも北側に分布していたのは、③～⑧群の計 252 頭であっ

た。また、北側に位置する先端部に近いほどオス成獣の割合が高く、メス成獣は南側に偏ってい

た。 

 

表 4．知床岬先端部で 2023（2022s）年 2 月 28 日午後に撮影されたシカの内訳． 

 

  

オス成獣 メス成獣 0歳 不明

① 獅子岩 0 12 7 1 20

② 第三岩峰下 3 35 3 0 41

③ 文吉湾周辺 0 11 3 0 14

④ 啓吉湾周辺 7 6 3 3 19

⑤ アブラコ湾 34 0 0 0 34

⑥ 夫婦岩～灯台間 16 0 0 0 16

⑦ トリカブトフェンス北側 68 19 1 4 92

⑧ トリカブトフェンス南側 10 58 6 3 77

総計 138 141 23 11 313

羅臼町側

（赤岩側）

合計群れ番号 発見位置
内訳

備考

斜里町側

（文吉湾側）
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 図 6．知床岬先端部におけるシカの分布（2023（2022s）年 2 月 28 日午後）． 
丸囲み数字が表 4 の群れ番号と対応．円のサイズは群れサイズと比例する.  
赤線はシカ捕獲補助用仕切り柵． 

 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
⑥ 

アブラコ湾 夫婦岩 

第 3 岩峰 

 

知床岬灯台 

啓吉湾 

トリカブトフェンス 

⑦ 

文吉湾 ⑧ 

第 1 岩峰 
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3-3．過去の航空カウント調査結果との比較等 

3-3-1 知床半島におけるエゾシカ生息状況に関する各種データに基づくエゾシカ動態予測の検

討 

知床半島におけるシカの生息状況に関する各種データについて、シカの動態予測解析に必要

な数式モデルの選定及び各種データの整理のために、環境省担当官が指定した有識者 2 名に計 4

回のヒアリングを実施した。 

 

＜有識者＞ 

◎地方独立行政法人北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所 

 主査（保護管理） 上野 真由美 氏 

 

◎国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林総合研究所 

 野生動物研究領域 主任研究員 飯島 勇人 氏 

 

＜ヒアリングの実施日程＞ 

1 回目：2022 年 10 月 27 日 

2 回目：2022 年 12 月 19 日 

3 回目：2023 年 1 月 25 日 

4 回目：2023 年 2 月 17 日 

 

以降、ヒアリングの結果に基づいて実施したシカの動態予測の検討について詳述する。 

 

（１）適切と考えられる数式モデルの選定 

主に知床岬地区並びに知床世界自然遺産地域において動態予測を行うにあたり、適切と考え

られる数式モデルの選定を行った。選定にあたっては、北海道エゾシカ管理計画ですでに実用化

されている数式モデルと、北海道の一部地域および本州で使用されている数式モデルを比較し、

知床半島に適用する数式モデルの検討を行った（表 5）。 

北海道エゾシカ管理計画では「北海道を４地域に区分した空間スケールを対象」とし、「既存

データに基づいた仮定増加率を」使用して、現在までのシカの個体数及び基準年を 100 とした

個体数指数の年次推移を推定している（図 7）。モデルの詳細は Matsuda et al. (2002)及び

Yamamura et al. (2008）に記載されている。基本的な構造は、所与の捕獲数に対する対象生物

の個体数の指標の反応から個体数と個体群増加率を推定する、ハーベストベースドモデルであ

る。大きな空間スケールで取り扱うことは閉鎖系を仮定しやすいため、個体群動態における移出

入を考慮する必要がないという利点がある一方で、空間内の各地で実施されている捕獲活動の

個体数削減効果を検出することは難しい。また相対密度指標しか利用できない場合、推定対象と

する変量や係数（以下、パラメータと呼ぶ）の種類数が限定されるため、個体数と増加率を同時

推定できない場合が多い。 
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複数の異なる捕獲条件下の時系列データや絶対密度情報が利用可能な場合、個体数と増加率

を同時推定することが可能になる場合が多い。図 8 に示すように、学術研究および山梨・千葉な

ど、一部の県では、５km メッシュおよびそれ以下の空間スケール単位での個体数推定に関する

報告がされている（Iijima et al. 2013, 浅田 2014, Ueno et al. 2022, Ando et al. 2023）。小さい

空間スケールでの個体数推定は、局所単位での個体数の動体や、捕獲の効果を検証できる利点が

ある。このような、所与の捕獲数に対する個体数指標の反応の違いは、ハーベストベースドモデ

ルにおいて、パラメータの推定可能性を高める上で重要であることが明らかにされている

（Iijima 2022）。局所単位で個体数を推定する際には、移出入の影響を考慮する必要があるが、

5km メッシュはニホンジカの行動圏が含まれる空間スケールであることを考えると、5km メッ

シュは個体数推定の空間スケールとして一定の妥当性を確保できていると考える。 

知床半島における個体数推定については、知床岬における捕獲活動の個体数削減効果など、

局所的な捕獲の効果を検出する空間スケールでの適用が求められている。知床岬ではセスナに

よる観察数に基づく増加率が推定されていることから（Kaji et al. 2004）、知床半島全域でも

捕獲がなければ同程度の増加率を仮定し、増加率を固定すれば、北海道で採用しているモデル

と同様になる。一方、上述したとおり、利用可能なデータ次第では個体数と増加率を同時推定

することができる。個体数と増加率を同時推定するために必要な絶対密度情報として、知床半

島では航空カウントデータが蓄積されている。さらに、航空カウントデータおよびライトセン

サスデータについては位置情報が整備されていることから、5km メッシュでのデータ整備が可

能である。 

以上のことから、知床半島における個体数推定については、空間スケールを 5km メッシュ

とし、Kaji et al. 2004 に基づく増加率を事前情報として活用するにとどめ、個体数と増加率の

同時推定を行うこととした。なお、本報告書では、航空カウント調査での観察数に与える針葉

樹の影響や追加データが推定個体数の安定性に与える影響について検討できていないため、本

モデルを正式に採用するにいたらなかった。したがって、本報告書で得られた推定密度につい

ては試算値として扱う。 

 

＜参考＞ 

個体数を推定するための統計モデルの名称については、混乱が見られる。日本の陸上大型哺乳類

の個体数推定においてしばしば用いられている「階層ベイズ法」（飯島 2018）は、対象生物の動

態を記述する過程モデルと、動態を観測する過程を表現した観測モデルの 2 モデルを明示的に

持つ階層モデル（Royle and Dorazio 2008、階層モデルと構造は同じだが時系列データに限定し

たモデルとして、「状態空間モデル」という名称も用いられる）について、パラメータをベイズ

統計の枠組みで推定することを表現した用語である。そのため、「階層ベイズ法」は具体的なモ

デル構造を指し示していない。現在、日本のニホンジカの個体数推定法として用いられるモデル

の基本的構造は、ハーベストベースドモデルが多い。図 9 に示すように、ハーベストベースドモ

デルは、所与の捕獲数に対する対象生物の個体数指標の増減から、個体数と個体群増加率を推定

する統計モデルである（Iijima 2020）。 
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表 5．北海道モデルと本報告書で用いたモデルの相違． 

 空間スケール 推定対象 数式モデル 利点 

 

 

北海道モデル 

管理計画に基づく

４地域区分 

（10,000～

30,000km2） 

雌雄ステージ別

個体数。増加率

については既往

文献に基づき仮

定値を使用。 

捕獲によって個

体数が減少し、

増加率によって

増加するという

方針は同様。 

閉鎖系（移出入の

影響がない）を仮

定しやすい。 

 

本モデル 

 

約 5km メッシュ

（23km2） 

 

 

個体数、増加率 

 

局所的な捕獲の効

果を評価できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7．北海道エゾシカ管理計画の４地域、地域別個体数指数の年次推移（北海道 2022）． 

 

 
図 8．5km メッシュ別（北海道釧路地域、山梨県）および管理ユニット別（千葉県房総半島）の 

ニホンジカ密度推定値（Ueno et al 2022）． 

 

東部 

北部 

中部 
南

部 
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 図 9．ハーベストベースドモデルにおける観測データと個体群動態の関係． 
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（２）知床半島における個体数推定（試算）の対象期間と使用データ 

 

１）選定した数式モデルに当てはめるための収集データの整理 

 選定したモデルは、解析メッシュを 5km メッシュとし（図 10）、シカの情報は雌雄子の区別

のない頭数（発見数・捕獲数）で秋（10 月）を基準としてデータ整理を実施した。メッシュ情

報については、基本的に新測地系（Tokyo_UTM_Zone_54N）で整理した。一方で、収集した狩

猟マップ上の情報は詳細なポイントデータではなかったため、測地系を変換せず、メッシュ番号

をそのまま統合した。また、メッシュをまたいだデータの場合は、該当メッシュで値を整数値に

なるように分割した。モデルに使用するため、整理したデータは次の通りである。 

  

① 知床半島における航空カウント調査によるシカの発見数 

 例年、調査は 2 月下旬～3 月上旬にかけて実施されているため、この発見数を前年秋の値とみ

なした。整理したデータは、各 5ｋｍメッシュに占める航空カウント調査区（ユニット）の面積、

メッシュ毎の発見数である。なお、旋回撮影のデータは知床岬のみに限られるため、本事業では

整理（解析に使用）していない。 

  

② 知床半島におけるシカの捕獲数 

遺産地域内については、2007 年度から環境省によってエゾシカの捕獲事業が行われている。

従って、その各報告書（「知床岬エゾシカ密度操作実験業務」や「知床国立公園エゾシカ個体数

調整実施業務」など）を 2021 年度（2022 年 3 月末）まで参照し（知床データセンター）、メ

ッシュ毎の捕獲数を集計した。 

遺産地域外については、一般狩猟（2010～2019 年度）、斜里町有害（2007～2021 年度）、羅

臼町有害（2010～2021 年度）、林野庁事業（2010～2021 年度）による捕獲データについて、

北海道、斜里町、羅臼町、林野庁からデータの解析許諾を取得し、集計した。 

なお、上記のとおり、2009 年以前の遺産地域外の捕獲データは完全に揃っていないため、

2009 年以前については北海道の許可捕獲における属地別データをメッシュ別に整理した。 

  

③ 幌別・岩尾別、ルサ～相泊のライトセンサスのデータ 

 幌別コースおよび岩尾別コースのライトセンサス調査は、1988～2021 年度の秋期に複数回実

施された。データ整形にあたっては、発見したシカの合計頭数を調査日別にメッシュ毎に整理し

た。ルサ～相泊コースについては、1998～2008 年度にかけてライトセンサス調査が毎月一度実

施されていたが、データ整形にあたり、10 月に実施されたデータをメッシュ毎に整理した。2009

～2021 年度については、10 月末頃に複数回実施されたデータを調査日別にメッシュ毎に整理し

た。なお、土砂崩れや積雪などによって調査が未実施の場合や、調査ルートが短縮となった場合

のデータも含んでいる。 

幌別・岩尾別、ルサ・相泊ともに、各メッシュにおけるコース距離を整備し、各メッシュにお

ける発見数の多寡を勘案する要因として使用した。 
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 ④知床半島遺産地域外におけるライトセンサスのデータ 

北海道による 1994～2021 年度 10 月ライトセンサス調査に基づくデータについて、メッシュ

別に整理した。 

 

⑤知床半島遺産地域外における狩猟者目撃情報（出猟努力量あたりの目撃数、SPUE） 

北海道の狩猟期における属地別データにおける出猟努力の目撃数データについて、メッシュ

別に整理した。 

 

 

２）動態予測に用いる捕獲シナリオの整理 

 

知床半島および知床岬について、以下のシナリオ案に基づき、今後の個体数を予測した。結果に

ついては電子データで提出した。 

 

知床半島全体 

⚫ シナリオ１：現状と同じ数を継続的に捕獲した場合 

⚫ シナリオ２：現状に比べて 2 倍の数を継続的に捕獲した場合 

⚫ シナリオ３：現状に比べて 1/2 倍の数を継続的に捕獲した場合 

 

知床岬（5km メッシュ、6645324（ヒ 324）、6645422（ヒ 422）、6645323（ヒ 323）） 

⚫ シナリオ１：200 頭を継続的に捕獲した場合 

⚫ シナリオ２：300 頭を継続的に捕獲した場合 

⚫ シナリオ３：400 頭を継続的に捕獲した場合 
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図 10．本報告書で個体数推定の対象にした 52 個の 5km メッシュ． 

 

３）使用データおよび期間 

本研究対象地において実施された上記①～⑤のデータを、p.26～p.27 に記載した数式モデル

で使用するために再整備し、地図化したものを図 11～図 14 に示す（データについては電子デー

タで提出した）。 

なお、推定作業では利用可能なデータを最大限活用するため、1994～2021 年までのデータを

使用した。しかし、遺産地域における捕獲の取り組みが 2007 年度から開始されたことや、捕獲

が行われていない時期の推定個体数の信頼性が低いことを考慮し、本報告書では結果の表示を、

2005～2021 年（16 年間）に限定した。 

最初の４桁 

6645：ヒ 

6644：ハ 

6544：ナ 

6545：ニ 
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図 11．2005～2021 年度における知床半島地域における 5km メッシュ別航空カウント調査に 

よる観察密度（観察数/km2）。NA は未調査メッシュを示す． 
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図 12．2005～2021 年度における知床半島地域における 5km メッシュ別捕獲数． 
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図 13．2005～2021 年度における知床半島地域における 5km メッシュ別ライトセンサス 10km 

走行距離あたりの観察数（観察数/10km）。NA は未調査メッシュを示す． 
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図 14．2005～2021 年度における知床半島地域における 5km メッシュ別狩猟者 1 人 1 日あたりの 

観察数（SPUE）．NA は未調査メッシュを示す．2021 年度はデータ未整備のため NA 扱いと 
した． 

 

 

（３）個体群動態モデル 

 

推定対象： 

⚫ 2005～2021 年度における 5km メッシュ別個体数（52 メッシュ×17 年＝884 個） 

⚫ 自然増加率（メッシュ間の違いなし、年変動なし→1個） 

 

１）個体群動態モデルとデータの関係 

既往のベイズモデリング事例に基づき、モデルの構造（＝１年のスタート時期、個体数の推移プ

ロセス、年変動の有無、空間変異の有無、空間スケール）を決定した（図 15）。 
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図 15．個体群動態モデルに対する調査等のデータの対応関係． 

 

２）動態モデルと観測モデル 

i 動態モデル 

1 年の個体数の推移は以下の式で表される。 

𝑥𝑚,𝑡～𝑥𝑚,𝑡−1 + log(1 − 𝐻𝑚,𝑡) + 𝑟𝑚𝑒𝑎𝑛 

ここで𝑥𝑚,𝑡はメッシュ m における t 年度の対数個体数、𝐻𝑚,𝑡−1はメッシュ m における t-1 年度の

捕獲率、𝑟𝑚𝑒𝑎𝑛は瞬間増加率を示す。ここでは、個体数と捕獲の年度に注意が必要である。2021 年

度メッシュ別対数個体数（2022 年 3 月）は、2020 年度（2021 年 3 月）メッシュ別対数個体数のう

ち 2021 年度の捕獲を免れた個体数について出産等による増加を考慮した数になる。 

 

増加率 

瞬間増加率については、北海道で観察されているニホンジカの増加率に基づき（Kaji et al .2004）、

以下の事前分布に従うと仮定した。 

𝑟𝑚𝑒𝑎𝑛～𝑑𝑢𝑛𝑖𝑓(log(1.15) , log(1.21)) 

 

 

 

ii 観測モデル 

⚫ 航空カウントデータ 

航空カウント調査による対象メッシュの観察頭数（観察密度/km2）と該当メッシュの生息数は以下の

式にしたがう。 

𝐻𝑒𝑙𝑖𝑚,𝑡～𝑃𝑜𝑖𝑠𝑠𝑜𝑛(𝜆ℎ𝑐; 𝑚,𝑡) 

𝜆ℎ𝑐; 𝑚,𝑡 = exp (𝑥𝑚,𝑡 + 𝑒ℎ𝑐; 𝑚,𝑡 ) × 𝐴𝑟𝑒𝑎𝑚,𝑡/5𝑘𝑚𝐴𝑟𝑒𝑎𝑚 

 

ここで𝐻𝑒𝑙𝑖𝑚,𝑡はメッシュ m における t 年度の航空カウント調査による観察数、𝜆ℎ𝑐; 𝑚,𝑡は同観察数

の期待値、𝑒ℎ𝑐; 𝑚,𝑡 はメッシュ m における t 年度の個体数に対するランダム効果、𝐴𝑟𝑒𝑎𝑚,𝑡はメッシ

ュ m における航空カウント調査対象地域、5𝑘𝑚𝐴𝑟𝑒𝑎𝑚はメッシュ m の面積を示す。 
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⚫ ライトセンサスデータ 

ライトセンサス調査における走行距離あたりの観察数と該当メッシュの生息数は以下の式にした

がう。 

𝑆𝐶𝑚,𝑡−1～𝑃𝑜𝑖𝑠𝑠𝑜𝑛(𝜆𝑠𝑐; 𝑚,𝑡−1) 

𝜆𝑠𝑐; 𝑚,𝑡−1 = exp (𝑏𝑠𝑐 + 𝑥𝑚,𝑡 + 𝑒𝑠𝑐; 𝑚,𝑡 ) × 𝐿𝑡−1,𝑚 

 

ここで𝑆𝐶𝑚,𝑡−1はメッシュ m における t-1 年のライトセンサスによる観察数、𝜆𝑠𝑐; 𝑚,𝑡−1は同観察数

の期待値、𝑒𝑠𝑐; 𝑚,𝑡 はメッシュ m における t 年の個体数に対するランダム効果、𝐿𝑚,𝑡−1はメッシュ m

における t-1 年の航空カウント調査対象地域を示す。 

 

⚫ SPUE 

狩猟期（10 月～翌年 3 月）に狩猟者による 1 人 1 日あたりの発見数（SPUE）と該当メッシュの

生息数は以下の式にしたがう。 

𝑆𝑚,𝑡−1～𝑃𝑜𝑖𝑠𝑠𝑜𝑛(𝜆𝑠𝑑; 𝑚,𝑡−1) 

𝜆𝑠𝑑; 𝑚,𝑡−1 = exp (𝑏𝑠𝑑 + 𝑥𝑚,𝑡 + 𝑒𝑠𝑑; 𝑚,𝑡 ) × 𝐸𝑡−1,𝑚 

 

ここで𝑆𝑚,𝑡−1はメッシュ m における t-1 年のライトセンサスによる観察数、𝜆𝑠𝑑; 𝑚,𝑡−1は同観察数の

期待値、𝑒𝑠𝑑; 𝑚,𝑡 はメッシュ m における t 年の個体数に対するランダム効果、𝐸𝑚,𝑡−1はメッシュ m に

おける t-1 年ののべ出猟日数を示す。 

 

３）MCMC の条件 

MCMC の条件については、サンプリングの最初の 40 万回を捨てて、400 サンプル毎に計 80 万

回のサンプリングを行い、この作業を 3 チェイン実施した。R-hat 値については、1.2 以下の推

定結果を収束したと判断した（Brooks and Gelman 1998)。 

 

推定に用いたプログラムについては、使用データと同様に、電子データで提出した。 
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（４）試算の結果 

  １）知床半島における全個体数の年次推移および増加率 

知床半島におけるシカの推定個体数の推移を図 16 に示した。知床半島全体の推定個体数は

2005 年度に 9,362 頭（95％信頼区間 7,355～12,207 頭）と推定され、2010 年度には 10,564 頭

（8,563～13,529 頭）に増加した。その後、推定個体数は減少し、2015 年度の推定個体数は 5,677

頭（4,506～7,664 頭）であった。しかし、2016 年度以降に再び増加し始め、2021 年度の個体数

は 2010 年度と同等あるいはそれ以上の 9,062 頭（6,348～14,307 頭）と推定された。 

知床半島全体の捕獲数は 2005 年度～2010 年度まで約 200～700 頭であったが、2011 年度に

はこれまでの実績を大きく上回る 1,388 頭となった。2012～2015 年度の捕獲数は約 1,000 頭

規模であったが、捕獲数は徐々に減少し、再び約 500 頭前後の規模になっている。 

瞬間増加率は 0.14（95％信頼区間 0.14～0.15）と推定され、年増加率としては 15％である。 

 

 

 

図 16．2005-2021 年度知床半島個体数の年次推移．棒グラフが捕獲数（Kill size）を示し,  
折れ線グラフが推定された個体数の中央値（Posterior median of abundance）を示す.  
折れ線に示されている上下の幅は、95%信頼区間を示す. 
※上記は試算値であるため，結果の解釈については，p.52 の図 36 の注釈に留意して取り扱う
こと. 
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２）知床半島におけるメッシュ別密度 

推定個体数を対象値の 5km メッシュの面積で除した値（推定密度）を図 17 に示す。知床半

島における密度は空間的に異なっていた。 

期間を通じて、40 頭以上/km2 を記録しているメッシュは限定的であり、斜里側の岩尾別

（6645101（ヒ 101））や、羅臼側のルサ－相泊（6645123（ヒ 123））であった。知床岬を構成

する３メッシュのうち、もっとも高い生息密度になっているメッシュ（6645422（ヒ 422））で

は、2010 年度の 34 頭/km2が最大生息密度であった。 

 

 

 

図 17．2005-2021 年度知床半島メッシュ別年別密度の空間分布． 
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３）知床岬における推定密度 

知床岬については、構成する３メッシュ別推定個体数の合計値を、３メッシュの合計面積で除

した値を推定密度とし、捕獲数については合計捕獲数とした（図 18）。シカの密度は 2005 年度

から増加し続け、2008 年度の 15 頭/km2を最大値とし、2009 年度以降減少傾向が見られた。し

かし、2018 年度から再び増加しはじめ、2021 年度の推定密度は 18 頭/km2であり、期間中最大

密度になった。捕獲数の最大値は 2009 年度の 224 頭であった。 

 

 
図 18．2005-2021 年度知床岬（6645422（ヒ 422）、6645324（ヒ 324），6645323（ヒ 323）の 

合算値）の推定密度（折れ線グラフ）、ヘリ密度（●）および捕獲数（棒グラフ）．  
※上記は試算値であるため，結果の解釈については，p.52 の図 36 の注釈に留意して取り扱う
こと. 
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４）幌別－岩尾別地区における推定密度 

幌別－岩尾別地区（6645101（ヒ 101）、6645101（ヒ 101））については、捕獲活動が活発化

する 2011 年度を最大密度として、2012 年度以降、徐々に密度が低下していった（図 19）。2011

年度のそれぞれのメッシュにおける生息密度は 45 頭/km2、24 頭/km2であった。2021 年度の推

定密度はそれぞれ 13 頭/km2、8 頭/km2であった。捕獲数のピークはそれぞれ 2012 年度の 298

頭、197 頭であった。 

 

 
図 19．2005-2021 年度幌別－岩尾別地区（6645101（ヒ 101）、6645102（ヒ 102））の 

推定密度:DD（折れ線グラフ），ヘリ密度:Heli（●），10km 走行あたりのライトセンサス 
観察数:LC（●）および捕獲数:Kill（棒グラフ）．  
※上記は試算値であるため，結果の解釈については，p.52 の図 36 の注釈に留意して取り扱う
こと. 
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５）ルサ－相泊地区における推定密度 

ルサ－相泊地区については、構成する 4 メッシュ別推定個体数の合計値を、4 メッシュの合計

面積で除した値を推定密度とした（図 20）。捕獲活動が活発化した 2010 年度を境に、徐々に密

度が低下していったが、2018 年度から再び増加傾向である。期間中の推定密度のピークは 2010

年度の 24 頭/km2であった。捕獲数のピークは 2011 年度および 2013 年度の 208 頭、203 頭で

あった。 

 

 
図 20．2005-2021 年度ルサ－相泊地区（6645121（ヒ 121），6645123（ヒ 123），6645221（ヒ 221）， 

6645222（ヒ 222））の推定密度:DD（折れ線グラフ），ヘリ密度：Heli（●），10km 走行 
あたりのライトセンサス観察数:LC（●）および捕獲数:Kill（棒グラフ）． 
※上記は試算値であるため，結果の解釈については，p.52 の図 36 の注釈に留意して取り扱う
こと. 
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６）ルシャ地区における推定密度 

ルシャ地区については、推定密度は増加傾向にあり、2021 年度の推定密度は 4 頭/km2である

（図 21）。ただし、捕獲が行われていない地区であるため、捕獲を前提とする本モデルにおいて

は、航空カウントデータの動向を反映する推定値にはならなかった。以上のことから、推定密度

の信頼性は低いと考える。 

 

 
図 21．2005-2021 年度ルシャ地区（6645212（ヒ 212）の推定密度:DD（折れ線グラフ）， 

ヘリ密度:Heli（●）． 
※上記は試算値であるため，結果の解釈については，p.52 の図 36 の注釈に留意して取り扱う
こと. 
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3-3-2. 航空カウント調査の結果の比較 

本調査で得られた結果と、過去に実施された同調査の結果を比較するため、GIS ソフトを用い

てモニタリングユニット別のカウント数を集計し、各モニタリングユニットにおけるシカ発見

数の前年比を表 6 に示した。このうち、環境省の個体数調整事業による捕獲圧が継続的に存在

するのは、M00：知床岬、S04：幌別－岩尾別、R13：ルサ－相泊である。前年と比較すると、

全てのモニタリングユニットでシカの減少が確認された。前年比で 25%以上の減少が見られた

のは、S01：岬西側と S04：幌別－岩尾別であった。 

エゾシカ航空カウント調査におけるシカ発見数および発見密度の経年変化を表 7及び図 22に

示した。また、図 23～26 には発見数と共に捕獲数の推移を示した。なお、捕獲数については 2023

年 3 月 11 日時点の捕獲数を集計した。 

以下に、遺産地域内で主要な越冬地となっているモニタリングユニット４か所（M00：知床岬、

S02：ルシャ、S04：幌別－岩尾別、R13：ルサ－相泊）の状況を詳述する。 

なお、調査区単位でのシカ発見数の経年変化は、巻末資料 3 に参考情報として記載した。 

 

M00（知床岬地区） 

・環境省によるシカの個体数調整事業が開始された 2007（2007s）年 12 月以前に実施された調

査時（2003（2002s）年）と比較すると、2011（2010s）年以降はシカの発見数が大幅に減少

した状態を維持していたが、2021（2020s）年にシカの発見数が急増した。2023（2022s）年

は、シカの発見数が前年比 81%と減少を示したが、発見密度は 63.47（頭/km2）と、依然と

して高い状況が続いている（表 6-7, 図 22）。 

 

・シカ発見数と個体数調整事業による捕獲数の関係（年次推移）は、概ね平行に推移していたが、

2018（2017s）年以降は捕獲数が 10 頭前後と少ない状況が続いていた。しかし、2023（2022s）

年には、非積雪期の捕獲事業効果により、捕獲数が 37 頭※と急増していた（図 23）。 

 

※シカ年度単位（2022 年 6 月～2023 年 5 月末）での集計のため、2023 年 3 月時点の暫定値で

ある。 

 

S04（幌別－岩尾別地区） 

・シカの個体数調整事業が開始された 2012（2011s）年冬以降、2020（2019s）年に至るまで、

シカの発見数は当初の 1/6 以下まで大幅に減少した状態が概ね維持されていたが、2021

（2020s）年にシカの発見数が急増（前年比 347%）し、その増加傾向は 2022（2021s）年に

も継続していた。しかし、2023（2022s）年には、シカの発見数が前年比 27%と激減していた

（表 6-7, 図 24）。 

 

・2017（2016s）年以降のシカの発見密度は 5頭/km2以下の水準を維持していたが、2021（2020s）

年には 5 年ぶりに 5 頭/km2を超える水準となった。2022（2021s）年も同地区におけるシカ
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の発見数が急増したため、2013（2012s）年以来、9 年ぶりに発見密度が 10 頭/km2を超える

水準となっていたが、2023（2022s）年は発見密度が急減し、2.75 頭/ km2となった（表 6-7, 

図 22）。 

 

R13（ルサ－相泊） 

・2016（2015s）年以降、シカの発見数及び発見密度は減少傾向にあったが、2018（2017s）年

を境に 3 年連続で増加傾向を示していた。しかし、2022（2021s）年はシカの発見数が前年比

64％となり、シカの発見数が一転して大幅に減少した。この傾向は 2023（2022s）年も継続

し、前年比 77％となった（図 22, 25）。 

 

・シカの発見数と個体数調整事業による捕獲数の年次推移に平行関係は見いだせない。 

 

S02（ルシャ） 

・2021（2020s）年はシカの発見数が前年比 173％となり、発見数が急増していたが、2022（2021s） 

年にはシカの発見数が大幅に減少したため、前年比 55%となった。この状況は、2023（2022s）

年も継続し、前年比 77％となった（表 6-7, 図 26）。 

 

・過去にシカの個体数調整事業をまったく実施していないモニタリングユニットであるが、シカ

発見数の大幅な減少が 3 回認められる（図 26）。その理由は考察で述べる。 
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表 6．遺産地域内のモニタリングユニットにおける航空カウント調査の 2023（2022s）年の結果と， 
前年の調査結果との比較． 

 

表中、ウナキベツ（R12）で捕獲が行われたのは 2017 年のみ． 
また、年表記の（）内はシカ年度を示す．以下同. 
発見数に前年比±25%以上の変化が確認された調査区については、増加が確認されたものはピンク色、
減少が確認されたものは水色で示す． 

 

表 7．遺産地域内のモニタリングユニットにおける航空カウント調査結果の経年比較． 

 
※2011（2010s）年の M00知床岬の数値（斜字）には、セスナ機による航空カウント調査結果を記載 

した．この年のヘリコプターによるカウント調査は捕獲実施後に行われたため，シカが強度の攪乱
による影響を受けており，M00 内におけるヘリコプターによる発見数は 1 頭のみであった． 

※R13 の 2015（2014s）年以前の数値（斜字）は，調査未実施のため,高標高エリア（U-13s）での 
調査結果を含んでいない．  

※S02 ルシャでは，2013（2012s）年に調査が実施されていないため，当該データは欠損している． 
※2021（2020s）の S04幌別－岩尾別では,GISにおけるエラーにより 4頭が集計から漏れていたため、 
数値を更新した（令和 2 年度の報告書では 166 頭と集計）． 

 

 

 

発見数

（頭）

発見密度

（頭/km2）

発見数

（頭）

発見密度

（頭/km2）

M00　知床岬 3.23 〇 205 63.47 -49 81% 254 78.64 +66 135%

S01　岬西側 8.33 × 55 6.60 -33 63% 88 10.56 +36 169%

S02　ルシャ 25.46 × 145 5.70 -44 77% 189 7.42 -152 55%

S04　幌別-岩尾別 29.08 〇 80 2.75 -219 27% 299 10.28 +129 176%

R11　岬東側 8.75 × 120 13.71 -13 90% 133 15.20 -12 92%

R12　ウナキベツ 4.51   〇※ 26 5.76 -6 81% 32 7.10 -15 68%

R13　ルサ-相泊 24.68 〇 75 3.04 -23 77% 98 3.97 -54 64%

計 706 1093

調査区
面積

（km2）

捕獲圧

の有無 2021(2020s)年比

2022（2021s）年調査2023（2022s）年調査

2021(2020s)年比

2003

(2002s)

2011

(2010s)

2013

(2012s)

2014

(2013s)

2015

(2014s)

2016

(2015s)

2017

(2016s)

2018

(2017s)

2019

(2018s)

2020

(2019s)

2021

(2020s)

2022

(2021s)

2023

（2022s）

M00　知床岬 〇 3.23 692 246 ※ 75 87 139 57 88 40 74 52 188 254 205

S01　岬西側 × 8.33 105 91 25 77 35 66 61 17 57 41 52 88 55

S02　ルシャ × 25.46 350 660 ―※ 230 254 331 277 333 181 197 341 189 145

S04　幌別-岩尾別 〇 29.08 360 1257 306 289 184 176 134 56 130 49 170 ※ 299 80

R11　岬東側 × 8.75 73 114 50 115 79 118 92 138 79 141 145 133 120

R12　ウナキベツ   〇※ 4.51 90 128 34 32 59 118 25 27 24 92 47 32 26

R13　ルサ-相泊 〇 24.68 152 ※ 156 ※ 181 ※ 105 ※ 61 ※ 141 70 48 76 128 152 98 75

合計 ― 104.04 1822 2652 671 935 811 1007 747 659 621 700 1095 1093 706

捕獲圧

の有無

モニタリング

ユニット名

うち航空調査

実施面積

（km2）

発見頭数
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図 22．遺産地域内の主要越冬地 4 か所（モニタリングユニットによる区分）における， 

ヘリコプターを用いた航空カウント調査によるシカ発見密度（頭/km2）の推移． 
ただし 2015（2014s）年以前の R13 は高標高エリアを調査範囲に含んでいない． 
2003（2002s）～2010(2009s)年については、通常の航空カウント調査ではなく， 
旋回撮影調査によるシカの確認頭数のデータがあるが、調査手法が異なるため， 
上記図には載せていない.  
なお、2011（2010s）年のデータについては、航空カウント調査が捕獲実施後に行われており， 
シカが強度の攪乱による影響を受けていたため、旋回撮影調査の確認頭数を流用している． 
旋回撮影調査のデータについては, p.46 の図 32 を参照． 
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図 23．知床岬地区（モニタリングユニット M00）における，航空カウント調査によるシカ発見数及び 
捕獲数の推移．捕獲数はシカの出産期を考慮したシカ年度単位（6 月～翌年 5 月末）で集計．
以下同． 

 

図 24．幌別－岩尾別地区（モニタリングユニット S04）における，航空カウント調査に 
よるシカ発見数及び捕獲数の推移．  
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図 25．ルサ－相泊地区（モニタリングユニット R13）における，航空カウント調査によるシカ発見数    

及び捕獲数の推移．  

 

 

図 26. ルシャ地区（モニタリングユニット S02）における，航空カウント調査によるシカ発見数の 
推移．  
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3-3-3．シカの個体数調整事業（環境省）の実施エリアにおけるシカの発見数及び発見位置 

環境省によるシカの個体数調整事業が実施され、継続的な捕獲圧が存在するモニタリングユ

ニットは、M00（知床岬）、S04（幌別－岩尾別）、R13（ルサ－相泊）の 3 か所である。このう

ち、M00（知床岬）は、モニタリングユニットの範囲が狭く、モニタリングユニット内で発見さ

れたシカの大部分が個体数調整事業の対象に含まれていると考えられる。一方で、S04（幌別－

岩尾別）と R13（ルサ－相泊）については、モニタリングユニットが広いため、エリアが細分化

されたサブユニットが存在している。 

本項では、将来の個体数調整事業実施エリアの検討に資するため、M00（知床岬）、S04（幌別

－岩尾別）、及び R13（ルサ－相泊）を対象に、シカ発見数とその位置を示した。 

 

M00（知床岬）（図 27, 30） 

・仕切り柵より先端部側のシカ発見数は 202 頭となり、M00 におけるシカ総発見数の 98.5％を

占めていた。その数は、前年比 91％と若干減少していたものの、依然として高い密度水準に

あった。すなわち、個体数調整事業の実施エリアである M00（知床岬）と個体数調整事業を

実施していないモニタリングユニットである S01（岬西側）及び R11（岬東側）の境界部でシ

カの発見が多かったわけではなく、継続的に捕獲圧をかけている岬先端部において、シカの発

見数が依然として多い状況が確認された。 

・M00 周縁部のシカ発見数について、5km バッファー内のシカの発見数は横ばい、10km バッ

ファー内のシカの発見数は前年比 75%と減少していた。なお、10km バッファー内のシカ発

見数には 5km バッファー内の発見数を含むが、各バッファー内の集計には M00 のシカ発見

数を含まない。 

 

S04（幌別－岩尾別地区）（図 28, 31） 

・2022（2021s）年調査と比較すると、個体数調整事業の主な実施エリアとなっているサブユニ

ットの S04-2（岩尾別）と S04-3（幌別）において、シカ発見数がそれぞれ計 12 頭（前年比

14%）、0 頭（前年比 0%）となり、大幅に減少していた。一方で、個体数調整事業が実施され

ていない S04-1（五湖）のカムイワッカ川～イダシュベツ川の区域においてもシカ発見数が

68 頭（前年比 54%）となり、S04-2（岩尾別）と S04-3（幌別）ほどではないものの、大きな

減少が見られた。 

 

R13（ルサ－相泊）（図 29） 

・2022（2021s）年調査と比較すると、2023（2022s）年は、個体数調整事業の実施範囲外とな

っているサブユニット R13-s（標高 300m 以上の高標高地区）のトッカリムイ岳周辺（標高

400m 付近）において、大きな群れ（計 32 頭：巻末写真 6）を確認したが、2022（2021s）年

調査ではこのような大きな群れは確認されず、代わりにトッカリムイ岳の標高 225m 付近

（R13-2：セセキ）において、1～8 頭規模の小さな群れが点在していた。 
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図 27．M00（知床岬）におけるシカ発見位置の推移．M00 の範囲内が個体数調整の実施エリア． 
S01（岬西側）及び R11（岬東側）では、シカの個体数調整を行っていない． 

アカイワ川 

一の沢 

滝川 

ポロモイ川 
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図 28．S04（幌別－岩尾別）におけるシカ発見位置の推移． 
黒点線内がシカ個体数調整の主な実施エリアを示す．以下同． 

幌別川 S04-2：岩尾別 

S04-3：幌別 

S04-1：五湖-カムイワッカ 

知床五湖 

イダシュベツ川 

カムイワッカ川 
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図 29．R13（ルサ－相泊）におけるシカ発見位置の推移．  

 

 

 

R13-3：ルサ 

R13-2：セセキ 

R13-s：高標高地 

R13-1：相泊 

ルサ川 

トッカリムイ岳 
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図 30．M00（知床岬）及びその周縁部におけるシカ発見数の推移． 
合計数は、M00（知床岬）および M00 を除く 10km バッファー内の発見数を集計して算出． 

なお，10km バッファー内の発見数には 5km バッファー内の発見数を含む. 

 

図 31．S04（幌別－岩尾別）のサブユニットにおけるシカ発見数の推移．  
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3-3-4．知床岬先端部旋回撮影調査結果の過去との比較 

前述のとおり、2023（2022s）年 2 月 28 日の午後に実施した、知床岬先端部に限定した旋回

撮影調査によるシカの確認頭数は、8 群 313 頭であった（表 4：p.13, 図 6：p.14）。前年の 2022

（2021s）年 3 月 1 日に実施された同調査では 7 群 316 頭を確認しており、知床岬先端部にお

けるシカの確認頭数は横ばいとなった。 

2 月 26 日に実施した通常調査によるモニタリングユニット M00 内のカウント結果は計 205

頭であり、比較すると旋回撮影調査ではシカを 108 頭多く発見していた（表 4：p.13, 表 7：

p.36）。 

環境省による 2007（2007s）年 12 月の個体数調整事業の開始以降、知床岬先端部における旋

回撮影調査によるシカの確認頭数はピーク期の約 1/10 にまで激減した。その後、2013（2012s）

年以降は小幅での増減はあるものの、ほぼ横ばいの傾向となっていたが、2021（2020s）年に急

増した。この増加傾向は 2022（2021s）年も継続したため、撮影によるシカの確認頭数は 300 頭

を上回り、2012（2011s）年以来、最大となった。2023（2022s）年に実施した旋回撮影調査に

おいてもシカの確認頭数は 300 頭を超え、高止まりの状態が継続していた（図 32）。 

知床岬先端部におけるシカの性齢構成の推移を図 33 に示した。2016（2015s）年から 2020

（2019s）年まではオス成獣がメス成獣よりも多い状況が続いていたが、2021（2020s）年には

メス成獣が先行して増加し、オス成獣 1 頭に対しメス成獣 1.84 頭と、メスに性比が偏っていた。

しかし、2022（2021s）年にはオス成獣の数が約 2.5 倍に増加し、オス成獣 1 頭に対しメス成獣

0.88 頭と、性比の逆転が確認された。2023（2022s）年の調査では、オス成獣 1 頭に対しメス成

獣 1.02 頭となり、性比はほぼ等しくなった。 
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図 32．旋回撮影調査による知床岬先端部におけるシカの確認頭数（折れ線グラフ），春期自然死亡 
確認頭数（5 月実施：青棒グラフ）及び個体数調整事業による捕獲頭数（冬期～春期に実施：
赤棒グラフ）の経年変化． 
※いずれの年も原則冬期（2～3 月）に航空カウント調査を実施． 
※2013（2012s）～2021（2020s）年はヘリコプターを使用． 
それ以前は原則として固定翼機（セスナ機）を使用． 

※2006(2005s)年以前については，個体数調整事業による捕獲数のデータが存在しないため， 
現地で確認された自然死亡数を集計している． 
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図 33．知床岬先端部におけるシカの性齢構成の推移（旋回撮影調査）． 
2015（2014s）～2017（2016s）年の調査では，メス成獣の一部に 0 歳を含む可能性あり．  
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4．まとめと考察 

 

4-1．概況 

遺産地域内における全てのモニタリングユニットでシカの発見数が減少していた。そのうち、

2 か所（S01：岬西側、S04：幌別－岩尾別）において、前年比で 25%以上の減少が確認された

（表 6：p.36）。 

ここでは、特に遺産地域内でシカの主要な越冬地となっているモニタリングユニット４か所

（M00：知床岬、S02：ルシャ、S04：幌別－岩尾別、R13：ルサ－相泊）について、以下に詳述

する。 

 

4-2．主要越冬地におけるシカの発見状況 

 

M00：知床岬地区（表 6-7：p.36, 図 22：p.37, 図 30：p.44） 

本地区におけるシカの発見状況の概要は以下の通りである。 

・個体数調整実施前の 2003（2002s）年の調査結果と比べ、2011（2010s）年以降は発見数が

大幅に減少した状態が維持されていた。 

・2021（2020s）年は発見数が 188 頭（前年比 362%）、2022（2021s)年は 254 頭（前年比

135%）と、急激な増加が確認された。2023（2022s）年においても、発見数が 205 頭とな

り、高止まりの状態が継続していた。 

・旋回撮影調査によるシカの識別頭数は、313 頭（前年比 99％）と、横ばいの状況であった。 

 

同業務における昨年度の報告書では、発見数が急増した背景・理由として、航空カウント調査

における見落としの発生や、環境収容力の変化に伴う新規個体の流入が可能性として挙げられ

ていた。しかしながら、2023（2022s）年に実施した航空カウント調査および旋回撮影調査にお

いても、同地区のシカの発見数は依然として多く、高止まりの状態であったことから、2021

（2020s）年以降のシカ発見数の急増と高密度状態は、過去の調査におけるシカの見落としによ

る変動ではなく、同地区におけるシカ個体群の動態を捉えていると考えられる。 

 

●知床岬におけるシカ急増の原因究明について 

航空カウント調査はその見落とし率の高さから、個体群動態を正確に把握するのが難しい特

徴がある。シカ個体群の動向を正しく把握するためには、複数の密度指標を用いてクロスチェッ

クすることが重要とされている（宇野 2007）。しかしながら、M00（知床岬）及びその隣接地域

の S01（岬西側）や R11（岬東側）では、シカ個体群の密度指標となる情報が航空カウント調査

のデータに限られている。加えて、知床岬地区におけるシカの季節移動に関する情報は限定的で

ある。過去に実施された調査では、知床岬で標識した個体のうち、1 年を通じて追跡調査できた

個体（11 頭）の全てが年間を通じて知床岬に定着していたとの報告（岡田ら 2006）がある。し

かし、同一の群れに標識を装着していたことや、標識個体がほぼメスに限られていたことから、
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冬期に知床岬で越冬するシカ個体群の真の動態を反映していたとは言い切れない。さらに、知床

岬におけるシカの季節移動調査が実施されてから 18 年が経過しており、シカの生息状況や生息

環境が当時とは異なっている可能性がある。このため、現在の知床岬の越冬個体群が定着性を示

すかは不明である。よって、同地区における越冬期のシカ個体群急増の原因解明には、知床岬先

端部から広範囲に自動撮影カメラを設置し、出現頻度の年次的・季節的な変化を把握することや、

同個体群にGPS首輪を装着し、年間を通じた行動追跡を実施するなどの補足調査が有用である。 

 

S04：幌別－岩尾別地区（表 6-7：p.36, 図 24：p.38） 

本地区におけるシカ発見状況の概要は以下のとおりである。 

・2011(2010s)年の個体数調整開始以降、発見数は減少傾向にあった。 

・発見数と並行して捕獲頭数も減少してきたことから、本地区のシカ個体群は減少傾向にある

とこれまで考えられていた。 

・2021(2020s)年は発見数が 170 頭（前年比 347%）、2022(2021s)年は 299 頭（前年比 176%）

と急激な増加が確認され、捕獲数も発見数に比例して増加していた。 

・2023（2022s）年は、発見数が 80 頭（前年比 27％）となり、一転して急激な減少が確認さ

れた。 

 

2021(2020s)年以降、発見数の増加と比例するように、捕獲数も増加していたが、2023（2022s）

年にシカの発見数が急減すると捕獲数も同様に減少していた。シカ発見数が急増・急減した背

景・理由として、林内にシカが留まったことによる見落とし率の変動が考えられる。 

過去に幌別－岩尾別地区の一部であるプユニ岬周辺において実施された地上カウント調査と

航空カウント調査の比較では、航空カウント調査の見落とし率が 84.4%であったとの記録があ

る。同地区は被覆度の高い針広混交林の割合が高く（岡田ら, 2006）、航空カウント調査の見落

とし率が、知床半島の中でも特に高くなりやすい場所であると推測される。このため、見通しの

良い海岸線付近の断崖ではなく林内を採餌場としてシカが利用していた場合には、見落とし率

が極端に増大する可能性があるが、それには積雪深とミズナラ堅果の資源量の年変動が影響す

ると考えられる。例えば、積雪が多い年には、雪下の餌資源にアクセスしづらくなるため、強風

等で雪が飛ばされ、積雪量が相対的に少なくなる海岸線付近の尾根や急斜面等にシカが集まり

やすくなると考えられる。また、ミズナラ堅果は冬季のシカにとって重要な餌資源の一つである

ため、ミズナラ堅果資源量の年次的な変動がシカの行動に影響を与えると考えられる。図 34 に

積雪深、図 35 にミズナラ堅果資源量の年次変化を示した。幌別－岩尾別地区において、2023

（2022s）年と同様に前年と比較して極端にシカの数が減少した年は 2020（2019s）年であった。

両年ともに日最深積雪が日平年値を下回っており、ミズナラ堅果の生産量も極めて高かったこ

とが伺える。したがって、2023（2022s）年に確認された急激なシカ発見数の減少は、シカの個

体数調整事業による効果に加えて、これら生息環境の変動が影響した可能性が考えられた。一方、

海岸線付近へのシカの出現頻度は日変動があるため、シカの発見数が変動しやすいモニタリン

グユニットでは、別日に複数回調査を実施することで調査精度を向上させられる可能性がある。 
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図 34．斜里町ウトロにおける日最深積雪の年次的変化．気象庁の公開データをもとに作図． 
    日平年値は 1991 年から 2020 年の 30 年平均値を示す． 
    2022 年度については、2023 年 3 月 21 日までのデータを使用した． 

 

図 35．ミズナラ堅果資源量の年推移（2022 年度第二回ヒグマ WG 資料：公開済みを改変）． 

    調査実施区域のうち、B 地区の一部が幌別－岩尾別地区に相当する． 
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R13：ルサ－相泊地区（表 6-7：p.36, 図 22：p.37, 図 25：p.39） 

本地区における発見状況の概要は以下のとおりである。 

・2016（2015s)年以降、発見数は減少傾向にあったが、2018（2017s）年を境に 3 年連続で

増加傾向を示していた。 

・2022（2021s）年はシカの発見数が 98 頭（前年比 64%）となり、一転して大幅な減少が確

認され、その傾向は 2023（2022s）年も継続していた。 

 

 本地区では、2 年連続でシカの減少が確認され、発見密度も管理目標である 5 頭/km2 を下回

っていた。一方で、標高 300m 以上の R13-s では、2021（2020s）年と同様に比較的大きな群れ

を確認した。R13-s はアクセスが困難なため、これまでは個体数調整事業の実施範囲外となって

いる。R13-s を利用するシカは、過去の GPS 首輪装着個体と同様に、雪解けとともに海岸道路

沿い（捕獲実施エリア）まで下りてくる可能性が高いことから（石名坂, 2013）、環境省の個体

数調整事業（特に春期）の対象にはおそらく含まれてきたが、本調査では依然として中～高標高

エリア（標高 150m～400m）におけるシカ発見数が多く、シカの捕獲に適した海岸線付近での

発見は比較的少ない状況であった（図 14）。 

 

S02：ルシャ地区（表 6-7：p.36, 図 22：p.37, 図 26：p.39） 

本地区における発見状況の概要は以下のとおりである。 

・本地区におけるシカの発見数は、変動の幅が大きくかつ不規則であり、2021（2020s）年調

査では 341 頭（前年比 173％）と急増していた。 

・2022（2021s）年はシカの発見数が 189 頭（前年比 55%）となり、大幅な減少が確認され

たが、2023(2023s)年も同様に減少傾向を示し、シカ発見数は 145頭(前年比 77%)であった。 

 

本地区ではこれまで個体数調整など人為的介入が行われていないため、シカの増加傾向が

当面続くと予想されていた（公益財団法人知床財団, 2018）。しかしながら、本地区における

シカの発見頭数は、変動の幅が大きくかつ不規則である。2022（2021s）年に発見数の大きな

減少が認められ（前年比 55%）、その理由の一つとして、個体群が崩壊（クラッシュ）※した

可能性（公益財団法人知床財団, 2022）も考えられたが、発見数の変化がシカ個体群の実際の

密度変化を反映しているかどうかを検証するためには、継続的なモニタリングが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

※シカにおける個体群の崩壊（クラッシュ）とは、個体数が爆発的に増加したのち、生息地の劣化による栄養

状態の悪化と冬季気象が引き金となり、自然死亡が急増した結果、個体数が急激に減少する事象を指す（石名

坂, 2017）。洞爺湖中島の事例では、1983/1984 年冬に初めて確認され、個体数は一時的に減少したが、2001 年

には再び個体数のピークに達したのち、直後に再度崩壊している（梶, 2018）。知床半島では、知床岬、岩尾別

地区、真鯉地区周辺において 1999 年春に発生し（石名坂, 2017）、知床岬では 2004 年春にも確認されている

（梶, 2018）。特に狩猟や個体数調整などの捕獲圧が存在しないエリアでは、個体数の増加を制限する要因が気

象や生息地の劣化以外にないため、個体群の崩壊が発生する可能性がある。 
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4-3．個体群動態予測の結果算出された推定密度等の取り扱いについて 

 

階層ベイズ法では、新たなデータを用いることで、過去に遡って推定個体数が見直されるた

め、直近年の数値ほど修正前後の数値の違いが大きくなる。また、新たなモデルや既存モデル

の仮定を見直すことによっても、推定値は変わりうる。したがって、個体数を公表する際には、

そういった手法の特性を理解した上で、図 36 を引用しながら修正作業が伴うことを注釈等で

示すことが望ましい。 

なお、知床半島全域では、現状のまま、あるいは現状の 2 倍のシカが捕獲され続けても個体

数は増加すると予測される。一方、2010～2014 年の期間においては、捕獲数に比例して、推

定されたシカの個体数が減少していることから、同様の捕獲圧を再度投じることができれば、

シカの個体数の減少が見込まれる。知床岬については、過年度の捕獲実績を踏まえ、200 頭の

捕獲圧を継続的にかけた場合の動態変化を記載した（電子提出データ図 2 を参照）。全ての地

域において、シカの個体数を減らすことは現実的に難しいため、個体数調整の実施については、

生物多様性保全の観点で重要である地域や、効率的な捕獲の実施が可能な地域など、一部に焦

点を絞る必要があるであろう。また、その効果をモニターしていくことで、個体数調整事業の

対策評価が可能になる。 

 

図 36．環境省（2022）個体数推定の手法（統計手法による個体数推定の概要）について 
（資料１）から抜粋． 

 

4-4.今後の個体群動態予測の精度向上に向けた改善方針 

 シカの個体群動態予測の精度向上を図る上で、最も少ない労力で効果的な手法は、ライトセン

サス中に発見したシカの横距離（車両とシカの距離）を測ることである。近ければ近いほどシカ

の発見率が高く、遠ければ遠いほど発見率が低下するデータとなると、より一層現実の生息密度

を反映した値を求めることができる。また、アクセス困難地域などの既存のデータが欠落してい

るエリアでは、自動撮影カメラを設置することで、より正確なシカの生息状況把握が可能となり

得る。具体的には、10 台程度の自動撮影カメラを、インターバルを短くしたタイムラプス設定

（センサーはオフ）で設置し、大量にデータを蓄積する方法が考えられる（Hayashi and Iijima 

2022）。まずは航空カウント調査を実施している知床岬などに自動撮影カメラを設置し、航空カ

ウント調査の結果と撮影されたシカの頭数を比較することで、生息状況の指標となる精度の高

いデータを得られる可能性がある。 
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巻末資料 1：抜粋写真 

 

写真 1．本調査に使用したヘリコプター（ユーロコプター式ＡＳ３５０Ｂ型） 

 

写真 2．航空カウント調査中の機内の様子（2023 年 3月 5 日）． 
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写真 3．知床岬先端部の全景．2023 年 2 月 28 日，M00（知床岬）における旋回撮影調査時に撮影． 
 

写真 4．知床岬先端部西側（調査区 U-01，モニタリングユニット M00 に相当）のトリカブトフェンス 
北側において旋回撮影調査中に高度約 200m から撮影されたオス主体のシカ群（表 4 の⑦群の 
一部：2023 年 2 月 28 日）． 
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写真 5．知床岬先端部東側（調査区 U-01, モニタリングユニット M00 に相当）の旋回撮影調査中 
（2023 年 2 月 28 日）に高度約 200 m から撮影された, 計 77 頭のシカ群の一部 
（表 4 の⑧群：オス成獣 10 頭，メス成獣 58 頭，0 歳 6 頭，不明 3 頭）. 
 

写真 6.トッカリムイ岳の標高 400m 付近で撮影されたシカの群れ.  
調査区 U-13s：モニタリングユニット R13-s に相当． 
メスが大半を占める 32 頭の群れサイズであった． 
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巻末資料 2：本業務で得られたシカ発見個体の一覧 

表 1.シカ発見個体の一覧（通し番号 1-118）. 

 
※飛行ルートの設定上、海岸線上を移動中にカウントしたシカの位置（GPS 測位位置）については, 測位点が海上に落ちてし 

まうことが多々ある. 本業務では,海上に落ちた測位点は全て GISソフトを用いて最寄りのモニタリングユニットの 

外縁（ほぼ海岸線と重なる）に移動させて解析・図示した. 

このため，表中の緯度経度は海上に落ちた測位点を含んでいる。移動処理した補正後の位置情報については， 

表中の POINT_と POINT_Y を参照のこと（座標系：WGS84 UTM55N で算出）． 

 

No. Year DeerYear 調査区名 SurveyUnit gps_no Y X POINT_X POINT_Y Day Time L_R シカ発見数
モニタリングユニット

大区分
モニタリングユニット

小区分
エリア

1 2023 2022s 知床岬 U01 1 44.29931641 145.2939911 363911.2242 4906533.352 2023-02-27 13:17:06 R 2 S01 S01 岬西側

2 2023 2022s 知床岬 U01 2 44.29355621 145.3014526 364493.1843 4905881.184 2023-02-27 13:17:55 L 1 S01 S01 岬西側

3 2023 2022s 知床岬 U01 3 44.28213501 145.2667542 361721.588 4904669.212 2023-02-27 13:25:30 R 4 S01 S01 岬西側

4 2023 2022s 知床岬 U01 4 44.28410339 145.2696686 361899.9233 4904841.755 2023-02-27 13:25:39 R 3 S01 S01 岬西側

5 2023 2022s 知床岬 U01 5 44.28652191 145.2741547 362425.2415 4905111.15 2023-02-27 13:25:52 R 1 S01 S01 岬西側

6 2023 2022s 知床岬 U01 6 44.30897141 145.2957459 364073.5134 4907498.667 2023-02-27 13:27:48 R 9 S01 S01 岬西側

7 2023 2022s 知床岬 U01 7 44.31388092 145.305069 364942.3926 4908192.714 2023-02-27 13:28:19 R 6 S01 S01 岬西側

8 2023 2022s 知床岬 U01 8 44.31567764 145.3069153 365024.7074 4908295.321 2023-02-27 13:28:27 R 9 S01 S01 岬西側

9 2023 2022s 知床岬 U01 9 44.31709671 145.3081818 365137.937 4908443.816 2023-02-27 13:28:33 R 5 S01 S01 岬西側

10 2023 2022s 知床岬 U01 10 44.33413696 145.3234253 366338.3055 4910352.631 2023-02-27 13:29:51 L 3 M00 M00 岬

11 2023 2022s 知床岬 U01 11 44.33862305 145.3291779 366807.0818 4910841.561 2023-02-27 13:30:17 L 2 M00 M00 岬

12 2023 2022s 知床岬 U01 12 44.33898163 145.3298798 366863.8472 4910880.25 2023-02-27 13:30:20 L 50 M00 M00 岬

13 2023 2022s 知床岬 U01 13 44.33903122 145.3318329 367019.6547 4910882.587 2023-02-27 13:30:28 L 80 M00 M00 岬

14 2023 2022s 知床岬 U01 14 44.33751297 145.3317871 367012.5711 4910714.021 2023-02-27 13:30:38 L 20 M00 M00 岬

15 2023 2022s 知床岬 U01 15 44.32698822 145.3211212 366138.3505 4909562.341 2023-02-27 13:31:34 L 1 S01 S01 岬西側

16 2023 2022s 知床岬 U01 16 44.32210541 145.306015 365011.2729 4909032.978 2023-02-27 13:32:55 R 1 S01 S01 岬西側

17 2023 2022s 知床岬 U01 17 44.32672882 145.3083954 365099.2577 4909461.824 2023-02-27 13:33:14 R 13 S01 S01 岬西側

18 2023 2022s 知床岬 U01 18 44.34115219 145.322113 366250.5952 4911125.164 2023-02-27 13:34:31 L 1 M00 M00 岬

19 2023 2022s 知床岬 U11 19 44.33896256 145.3379669 367508.4841 4910865.026 2023-02-27 13:36:54 L 40 M00 M00 岬

20 2023 2022s 知床岬 U11 20 44.33786774 145.3367004 367405.0544 4910745.466 2023-02-27 13:37:00 L 6 M00 M00 岬

21 2023 2022s 知床岬 U11 21 44.33335114 145.3330078 367100.482 4910249.763 2023-02-27 13:37:22 R 2 M00 M00 岬

22 2023 2022s 知床岬 U11 22 44.32216263 145.3408508 367700.6089 4908994.309 2023-02-27 13:39:19 L 1 R11 R11 岬東側

23 2023 2022s 知床岬 U11 24 44.33163834 145.3424072 367678.252 4910078.263 2023-02-27 13:41:35 R 1 M00 M00 岬

24 2023 2022s 知床岬 U11 25 44.31773758 145.351593 368514.2813 4908429.419 2023-02-27 13:42:50 R 17 R11 R11 岬東側

25 2023 2022s 知床岬 U11 26 44.31570435 145.3514709 368533.03 4908259.87 2023-02-27 13:42:59 R 24 R11 R11 岬東側

26 2023 2022s 知床岬 U11 27 44.27275467 145.3647766 369493.6177 4903323.679 2023-02-27 13:51:13 R 17 R11 R11 岬東側

27 2023 2022s 知床岬 U11 28 44.26067352 145.363739 369389.4691 4902127.744 2023-02-27 13:52:08 R 6 R11 R11 岬東側

28 2023 2022s 知床岬 U11 29 44.25999832 145.3636475 369380.67 4902052.892 2023-02-27 13:52:11 R 22 R11 R11 岬東側

29 2023 2022s 知床岬 U11 30 44.25613785 145.3641357 369411.0937 4901623.317 2023-02-27 13:52:28 R 7 R11 R11 岬東側

30 2023 2022s 知床岬 U11 31 44.2587738 145.3595581 369051.519 4901923.396 2023-02-27 13:54:47 L 8 R11 R11 岬東側

31 2023 2022s 知床岬 U11 32 44.26467896 145.356369 368810.0827 4902584.4 2023-02-27 13:55:11 L 3 R11 R11 岬東側

32 2023 2022s 知床岬 U11 33 44.27243805 145.3508606 368387.7348 4903455.056 2023-02-27 13:55:37 L 5 R11 R11 岬東側

33 2023 2022s 知床岬 U11 34 44.26651382 145.3633118 369368.3059 4902777.13 2023-02-27 13:57:06 L 10 R11 R11 岬東側

34 2023 2022s 瀬石温泉～ルサ川流域 U13 1 44.13780975 145.2586212 360709.3832 4888653.535 2023-02-28 13:09:29 L 3 R13 R13-3 ルサ

35 2023 2022s 瀬石温泉～ルサ川流域 U13 2 44.15100098 145.2436371 359542.1039 4890144.2 2023-02-28 13:10:47 R 2 R13 R13-3 ルサ

36 2023 2022s 瀬石温泉～ルサ川流域 U13 3 44.144104 145.2609558 360910.909 4889348.7 2023-02-28 13:13:25 R 1 R13 R13-3 ルサ

37 2023 2022s 瀬石温泉～ルサ川流域 U13 4 44.14489746 145.2628632 361065.3263 4889433.608 2023-02-28 13:13:32 L 2 R13 R13-3 ルサ

38 2023 2022s 瀬石温泉～ルサ川流域 U13 5 44.15249252 145.2602997 360878.1445 4890281.542 2023-02-28 13:14:01 R 1 R13 R13-3 ルサ

39 2023 2022s 瀬石温泉～ルサ川流域 U13 6 44.15210724 145.2673645 361442.2122 4890226.82 2023-02-28 13:15:56 R 5 R13 R13-3 ルサ

40 2023 2022s 瀬石温泉～ルサ川流域 U13 7 44.15114975 145.2694702 361608.3672 4890116.923 2023-02-28 13:16:04 R 3 R13 R13-3 ルサ

41 2023 2022s 瀬石温泉～ルサ川流域 U13 8 44.16109467 145.2908936 363344.5871 4891185.697 2023-02-28 13:22:55 L 1 R13 R13-2 セセキ

42 2023 2022s 瀬石温泉～ルサ川流域 U13 9 44.14575958 145.2710571 361722.6866 4889515.555 2023-02-28 13:24:27 R 1 R13 R13-3 ルサ

43 2023 2022s 瀬石温泉～ルサ川流域 U13 10 44.14929581 145.2845306 362792.0186 4889910.034 2023-02-28 13:27:14 L 1 R13 R13-3 ルサ

44 2023 2022s 瀬石温泉～ルサ川流域 U13 11 44.1648674 145.300766 364127.0033 4891630.702 2023-02-28 13:28:33 L 1 R13 R13-2 セセキ

45 2023 2022s 瀬石温泉～ルサ川流域 U13 12 44.16998291 145.3071899 364638.8664 4892148.679 2023-02-28 13:29:03 L 1 R13 R13-2 セセキ

46 2023 2022s 瀬石温泉～ルサ川流域 U13 13 44.17496109 145.3095093 364841.1979 4892712.071 2023-02-28 13:29:23 L 1 R13 R13-2 セセキ

47 2023 2022s タケノコ岩～相泊温泉 U12 14 44.20639038 145.3339691 366812.376 4896169.803 2023-02-28 13:31:50 L 4 R12 R12 ウナキベツ

48 2023 2022s タケノコ岩～相泊温泉 U12 15 44.21165848 145.3372498 367072.2241 4896743.345 2023-02-28 13:32:08 L 1 R12 R12 ウナキベツ

49 2023 2022s タケノコ岩～相泊温泉 U12 16 44.21389771 145.3388977 367234.4018 4897038.26 2023-02-28 13:32:17 L 5 R12 R12 ウナキベツ

50 2023 2022s タケノコ岩～相泊温泉 U12 17 44.21624756 145.3412781 367460.4568 4897260.15 2023-02-28 13:32:27 L 1 R12 R12 ウナキベツ

51 2023 2022s タケノコ岩～相泊温泉 U12 18 44.2204895 145.3450012 367776.714 4897781.638 2023-02-28 13:32:46 L 9 R12 R12 ウナキベツ

52 2023 2022s タケノコ岩～相泊温泉 U12 19 44.22616577 145.3474121 367905.3161 4898240.119 2023-02-28 13:33:14 L 1 R12 R12 ウナキベツ

53 2023 2022s タケノコ岩～相泊温泉 U12 20 44.23918915 145.3488617 368030.6787 4899742.53 2023-02-28 13:34:02 L 1 R12 R12 ウナキベツ

54 2023 2022s タケノコ岩～相泊温泉 U12 21 44.24825668 145.3487549 368165.6455 4900772.511 2023-02-28 13:35:37 L 2 R12 R12 ウナキベツ

55 2023 2022s タケノコ岩～相泊温泉 U12 22 44.24619675 145.3461761 367955.1446 4900547.851 2023-02-28 13:35:48 R 1 R12 R12 ウナキベツ

56 2023 2022s タケノコ岩～相泊温泉 U12 23 44.22154999 145.3391113 367335.6968 4897821.632 2023-02-28 13:38:20 L 1 R12 R12 ウナキベツ

57 2023 2022s タケノコ岩～相泊温泉 U12 24 44.19553757 145.3255463 366193.2834 4894954.35 2023-02-28 13:43:40 L 1 R13 R13-1 相泊

58 2023 2022s タケノコ岩～相泊温泉 U12 25 44.19475174 145.3211365 365839.1069 4894874.256 2023-02-28 13:43:58 L 6 R13 R13-1 相泊

59 2023 2022s タケノコ岩～相泊温泉 U12 26 44.1913414 145.3173218 365526.5081 4894501.695 2023-02-28 13:44:15 L 1 R13 R13-1 相泊

60 2023 2022s 相泊沼_トッカリムイ岳_北浜岳 U13s 27 44.20162582 145.2987976 364069.7604 4895674.499 2023-02-28 13:48:13 L 1 R13 R13-s ルサ中標高

61 2023 2022s 相泊沼_トッカリムイ岳_北浜岳 U13s 29 44.18664169 145.3083344 364797.5157 4893994.432 2023-02-28 13:51:01 R 9 R13 R13-s ルサ中標高

62 2023 2022s 相泊沼_トッカリムイ岳_北浜岳 U13s 30 44.15536881 145.2705994 361708.5269 4890583.644 2023-02-28 13:54:43 L 2 R13 R13-s ルサ中標高

63 2023 2022s 相泊沼_トッカリムイ岳_北浜岳 U13s 31 44.16562653 145.2853241 362683.9113 4891712.451 2023-02-28 13:56:02 R 32 R13 R13-s ルサ中標高

64 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 1 44.12593079 145.0685425 345618.8357 4887676.474 2023-03-03 12:56:58 R 20 S04 S04-1 五湖

65 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 2 44.13469696 145.0778046 346348.7433 4888621.953 2023-03-03 12:57:35 R 3 S04 S04-1 五湖

66 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 3 44.13713074 145.0814514 346433.9146 4888801.47 2023-03-03 12:57:48 R 3 S04 S04-1 五湖

67 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 4 44.14219284 145.091156 347435.1115 4889373.768 2023-03-03 12:58:17 R 2 S04 S04-1 五湖

68 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 5 44.14603806 145.0947876 347746.6894 4889832.474 2023-03-03 12:58:31 R 5 S04 S04-1 五湖

69 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 6 44.14783859 145.0963745 347808.3169 4890015.237 2023-03-03 12:58:37 R 15 S04 S04-1 五湖

70 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 7 44.16040802 145.1192322 349727.3006 4891571.18 2023-03-03 12:59:38 R 4 S04 S04-1 五湖

71 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 8 44.17240906 145.1405182 351374.7047 4892620.193 2023-03-03 13:00:39 R 3 S02 S02-3 硫黄

72 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 9 44.18461609 145.1743317 354076.4527 4893996.355 2023-03-03 13:02:07 R 13 S02 S02-2 ルシャ

73 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 10 44.1668129 145.1384735 351171.7538 4892085.486 2023-03-03 13:04:43 R 1 S02 S02-3 硫黄

74 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 11 44.15851212 145.1266632 350206.5054 4891184.946 2023-03-03 13:05:39 R 3 S02 S02-3 硫黄

75 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 12 44.15727615 145.1257477 350130.1709 4891049.332 2023-03-03 13:05:45 L 1 S04 S04-1 五湖

76 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 13 44.1362381 145.0930634 347462.4357 4888772.68 2023-03-03 13:07:58 R 3 S04 S04-1 五湖

77 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 14 44.13312531 145.0860901 346896.5834 4888439.892 2023-03-03 13:08:21 R 5 S04 S04-1 五湖

78 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 15 44.1300354 145.0818329 346548.0207 4888104.621 2023-03-03 13:08:38 R 1 S04 S04-1 五湖

79 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 16 44.12473679 145.0769959 346147.3015 4887525.128 2023-03-03 13:09:02 R 3 S04 S04-1 五湖

80 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 17 44.12266159 145.0740356 345905.0593 4887300.171 2023-03-03 13:09:15 L 1 S04 S04-1 五湖

81 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 18 44.12324905 145.0810242 346465.7406 4887352.355 2023-03-03 13:09:44 R 1 S04 S04-1 五湖

82 2023 2022s 幌別_岩尾別 U04 19 44.13640595 145.101059 348102.4488 4888776.526 2023-03-03 13:10:57 R 1 S04 S04-1 五湖

83 2023 2022s 幌別_岩尾別 U05 20 44.11963272 145.0704803 345612.7086 4886970.414 2023-03-03 13:19:06 L 9 S04 S04-2 岩尾別

84 2023 2022s 幌別_岩尾別 U05 21 44.09390259 145.0660706 345192.7053 4884120.803 2023-03-03 13:27:50 L 1 S04 S04-2 岩尾別

85 2023 2022s 幌別_岩尾別 U06 22 44.10435867 145.0434265 343407.6758 4885325.018 2023-03-03 13:47:09 R 2 S04 S04-2 岩尾別

86 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 1 44.19556427 145.1976929 355976.4015 4895173.477 2023-03-05 13:06:09 R 2 S02 S02-2 ルシャ

87 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 2 44.19080734 145.1886444 355241.6747 4894661.011 2023-03-05 13:06:47 R 11 S02 S02-2 ルシャ

88 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 3 44.18894196 145.184845 354933.4577 4894460.517 2023-03-05 13:07:02 L 1 S02 S02-2 ルシャ

89 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 4 44.18850708 145.1838531 354853.117 4894413.965 2023-03-05 13:07:06 R 2 S02 S02-2 ルシャ

90 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 5 44.18778992 145.1821747 354717.2154 4894337.274 2023-03-05 13:07:13 R 2 S02 S02-2 ルシャ

91 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 6 44.18004227 145.1914673 355440.9604 4893460.332 2023-03-05 13:09:32 L 1 S02 S02-2 ルシャ

92 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 7 44.18330383 145.1963501 355839.2052 4893814.026 2023-03-05 13:09:55 L 8 S02 S02-2 ルシャ

93 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 8 44.18215561 145.1993561 356076.6746 4893681.221 2023-03-05 13:10:03 L 2 S02 S02-2 ルシャ

94 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 9 44.18846893 145.1933746 355613.9919 4894392.954 2023-03-05 13:11:06 L 3 S02 S02-2 ルシャ

95 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 10 44.1829071 145.2072754 356711.4819 4893750.853 2023-03-05 13:11:52 R 1 S02 S02-2 ルシャ

96 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 11 44.16648483 145.2414398 359403.1672 4891867.786 2023-03-05 13:15:03 L 3 S02 S02-2 ルシャ

97 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 12 44.16640472 145.2476044 359895.8418 4891848.363 2023-03-05 13:15:17 R 1 S02 S02-2 ルシャ

98 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 13 44.16640854 145.2507172 360144.7218 4891843.487 2023-03-05 13:15:24 R 4 S02 S02-2 ルシャ

99 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 14 44.16719055 145.2554321 360523.5252 4891922.336 2023-03-05 13:15:38 R 1 S02 S02-2 ルシャ

100 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 15 44.17573929 145.2316742 358644.5132 4892912.453 2023-03-05 13:17:15 R 12 S02 S02-2 ルシャ

101 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 16 44.17731857 145.228302 358378.7266 4893093.673 2023-03-05 13:17:27 L 3 S02 S02-2 ルシャ

102 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 17 44.17845154 145.2263641 358226.5341 4893222.856 2023-03-05 13:17:35 R 2 S02 S02-2 ルシャ

103 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 18 44.18135071 145.2234344 357999.3105 4893549.933 2023-03-05 13:17:51 R 3 S02 S02-2 ルシャ

104 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 19 44.18575668 145.2147217 357313.5298 4894054.408 2023-03-05 13:20:33 R 1 S02 S02-2 ルシャ

105 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 20 44.17946243 145.2209015 357792.314 4893344.576 2023-03-05 13:20:59 L 1 S02 S02-2 ルシャ

106 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 21 44.17868805 145.2210236 357800.212 4893258.352 2023-03-05 13:21:02 L 1 S02 S02-2 ルシャ

107 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 22 44.18246079 145.2089996 356848.2144 4893698.275 2023-03-05 13:22:01 L 1 S02 S02-2 ルシャ

108 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 23 44.18561173 145.2069397 356691.2044 4894051.85 2023-03-05 13:22:16 R 1 S02 S02-2 ルシャ

109 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 24 44.19255829 145.2028503 356381.2341 4894830.566 2023-03-05 13:22:49 R 3 S02 S02-2 ルシャ

110 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 25 44.19318008 145.1993561 356103.5067 4894905.743 2023-03-05 13:23:01 R 2 S02 S02-2 ルシャ

111 2023 2022s ルシャ川～ポンプタ川 U03 252 44.198132 145.195021 355769.1517 4895463.37 2023-03-05 13:23:15 R 12 S02 S02-2 ルシャ

112 2023 2022s 知床川～テッパンベツ川 U02 26 44.20219421 145.2073975 356767.9778 4895892.921 2023-03-05 13:34:32 L 1 S02 S02-2 ルシャ

113 2023 2022s 知床川～テッパンベツ川 U02 28 44.20137405 145.202179 356349.0131 4895810.934 2023-03-05 13:45:48 R 28 S02 S02-2 ルシャ

114 2023 2022s 知床川～テッパンベツ川 U02 29 44.2068367 145.2007294 356320.742 4896372.352 2023-03-05 13:46:23 R 2 S02 S02-2 ルシャ

115 2023 2022s 知床川～テッパンベツ川 U02 30 44.20851898 145.2017517 356427.6577 4896558.761 2023-03-05 13:46:31 R 3 S02 S02-2 ルシャ

116 2023 2022s 知床川～テッパンベツ川 U02 31 44.21240616 145.2046356 356659.3303 4896963.17 2023-03-05 13:46:52 R 5 S02 S02-2 ルシャ

117 2023 2022s 知床川～テッパンベツ川 U02 32 44.24113083 145.2215881 358045.0961 4900131.986 2023-03-05 13:48:49 R 1 S02 S02-1 チャラセナイ

118 2023 2022s 知床川～テッパンベツ川 U02 33 44.26466751 145.2463684 360087.7154 4902683.472 2023-03-05 13:50:36 R 1 S02 S02-1 チャラセナイ
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巻末資料 3：調査区別のシカ発見数の経年変化 

 

表 2．各調査区におけるシカ発見数の推移． 

※2011（2010s）年における知床岬先端部（調査区の U01 および U11 の一部エリア）の航空カウント. 

調査結果はヘリコプターによる調査で得られたシカの発見数ではなく，セスナ機による調査で得られた 

発見数を記載した．これは，ヘリコプターによる調査が知床岬の捕獲実施後に行われたため，シカが強度に 

攪乱されており，発見数が著しく減少したためである. 

 

2003

(2002s)

2011

(2010s)

2013

(2012s)

2014

(2013s)

2015

(2014s)

2016

(2015s)

2017

(2016s)

2018

(2017s)

2019

(2018s)

2020

(2019s)

2021

(2020s)

2022

(2021s)

2023

(2022s)

U01 654 214 89 130 129 111 96 55 105 69 206 277 211

U02 82 335 ー 50 105 102 70 96 86 54 147 54 41

U03 237 279 ー 177 149 223 206 237 95 143 192 123 84

U04 131 597 83 98 63 48 37 14 49 18 102 155 88

U05 113 384 105 99 57 84 67 10 16 7 21 64 10

U06 147 322 126 95 64 50 31 32 65 24 49 92 2

U07 82 221 ー ー ー 58 ー ー ー ー 28 ー ー 

U08 246 303 ー ー ー 68 ー ー ー ー 97 ー ー 

U09 117 132 ー ー ー 23 ー ー ー ー 36 ー ー 

U10 125 57 ー ー ー 32 ー ー ー ー 55 ー ー 

U11 216 235 61 149 124 130 145 140 105 165 179 198 169

U12 152 176 94 49 93 178 40 33 66 153 79 52 34

U13 90 108 121 88 27 61 26 27 11 64 39 50 23

U14 12 21 ー ー ー 4 ー ー ー ー 0 ー ー 

U15 65 64 ー ー ー 137 ー ー ー ー 129 ー ー 

U16 53 100 ー ー ー 124 ー ー ー ー 58 ー ー 

U17 70 34 ー ー ー 18 ー ー ー ー 16 ー ー 

U18 6 42 ー ー ー 7 ー ー ー ー 0 ー ー 

U19 31 42 ー ー ー 16 ー ー ー ー 30 ー ー 

U20 43 92 ー ー ー 4 ー ー ー ー 58 ー ー 

U21 ー 58 ー ー ー 88 ー ー ー ー 9 ー ー 

U22 ー 0 ー ー ー 50 ー ー ー ー 3 ー ー 

U23 ー 0 ー ー ー 0 ー ー ー ー 0 ー ー 

U24 ー 0 ー ー ー 0 ー ー ー ー 0 ー ー 

U25 ー 0 ー ー ー 8 ー ー ー ー 0 ー ー 

U26 ー 0 ー ー ー 1 ー ー ー ー 0 ー ー 

U27 ー 3 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 

U28 ー 24 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 

U29 ー 2 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 

U30 0 ー ー ー ー ー ー ー ー 

U31 ー 2 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 

U32 0 ー ー ー ー ー ー ー ー 

U33 ー 268 ー ー ー 72 ー ー ー ー 120 ー ー 

U34 ー 44 ー ー ー 7 ー ー ー ー 0 ー ー 

U35 ー 12 ー ー ー 1 ー ー ー ー 0 ー ー 

U01s 0 2 0 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 

U04s 0 0 0 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 

U08s ー 0 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 

U11s 0 0 0 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 

U13s ー ー ー ー ー 20 29 15 23 3 81 28 44

U14s ー 0 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 

U19s ー 0 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 

計 2672 4173 679 935 811 1725 747 659 621 700 1734 1093 706

調査区

調査年
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巻末資料 4：ヘリコプター運航に関する注意喚起 

写真 7.無人航空機（ドローン）との衝突事故を避けるために掲示した注意喚起のチラシ． 

一般利用者の立ち入りが多い施設（知床自然センターや羅臼ビジターセンターなど）に掲示した． 

  



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

令和 4 年度 環境省釧路自然環境事務所 請負業務 

 

事業名：令和 4 年度知床生態系維持回復事業エゾシカ航空カウント調査業務 

 

事業期間：令和 4（2022）年 9 月 29 日～令和 5（2023）年 3 月 27 日 

 

事業実施者：公益財団法人 知床財団 

 〒099-4356 北海道斜里郡斜里町大字遠音別村字岩宇別５３１  

知床自然センター内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リサイクル適性の表示：印刷用の紙へリサイクル可 

この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基準に 

したがい、印刷用の紙へのリサイクルに適した材料［A ランク］のみを用いて作成して 

います。 

 

 


